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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

ゼオライトやバーミキュライトなどの粘土鉱物は放射性Csの吸着能が高いことが知られている。このため,植物へ

の放射性Cs吸収抑制を図るため, 各種吸着資材を用いた交換性放射性Cs吸着能の比較を行った。

(1)ゼオライトは土壌に1%添加した場合, 交換性放射性セシウム濃度を7-15%低減, さらに土壌に10%添加した場

合, 交換性放射性セシウム濃度を42-43%低減できた(図1左)。

(2)X県産のバーミキュライトは土壌に10%添加しても交換性放射性セシウム濃度を低減することはできなかった(図1

中)。

(3)南アフリカ産のバーミキュライトは土壌に1%添加した場合, 交換性放射性セシウム濃度低減することはできなかっ

たが, 土壌に10%添加した場合, 交換性放射性セシウム濃度を13-33%低減できた(図1右)。

２ 期待される効果

(1) クリノプチロライト主体のゼオライトは高い放射性Cs吸着能をもつ。

３ 活用上の留意点

なし



Ⅱ 具体的データ等

図 各種吸着資材添加による交換性放射性Csの吸着効果

Ⅲ その他

１ 執筆者

齋藤隆

２ 実施期間

平成２３年度
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